
 

Avaaz関連資料 
イスラエルで拘束された子どもの囚人 

 
逮捕された子どもの数は？ 
 
この５０年間、イスラエル軍が拘束したパレスチナ人の未成年者の数は、推定４万５千人にの

ぼる（資料：​MCW​）。また２０００年以降、イスラエルが占領するヨルダン川西岸地区では、

パレスチナ人の未成年者およそ１万２千人がイスラエルの治安部隊に拘束され、軍の拘留施設

に収容されている。その多くは１２歳の子どもで、中には６、７歳の子どもが軍に拘束された

ケースもある。イスラエルが軍事裁判にかけるパレスチナ人の未成年者は毎年５００〜７００

人、逮捕後起訴されず釈放された未成年者は数百人にのぼる。 
 
月平均でパレスチナ人の未成年者２００〜３００人がイスラエルに拘留されている。 
 
資料：​No way to Treat a Child​, ​Military Court Watch​, ​Save the Children​, ​Addameer 
 

 
 

逮捕時、子どもはどう扱われているか？ 
 
拘束された子どもへのインタビューや拘束時の映像、また弁護士らの報告により、イスラエル

の治安部隊が子どもを拘束する際、不必要な武力や暴力を行使していることが分かった。殴打

されたケースや、また危険かつ虐待的な状況下での拘留も度々報告されている。資料：​HRW 

http://www.militarycourtwatch.org/files/server/MCW%20ANNUAL%20REPORT%20-%202016%20(FINAL).pdf
https://d3n8a8pro7vhmx.cloudfront.net/dcipalestine/pages/4931/attachments/original/1510680502/NWTTAC_004_Leglislation_Factsheet_10NOV2017_%281%29.pdf?1510680502
http://www.militarycourtwatch.org/files/server/MCW%20ANNUAL%20REPORT%20-%202016%20(FINAL).pdf
https://resourcecentre.savethechildren.net/sites/default/files/documents/5720.pdf
http://addameer.org/the_prisoners/children
https://www.hrw.org/news/2016/04/11/palestine-israeli-police-abusing-detained-children


 

暴力的な逮捕： 
 
子どもの多くは、深夜就寝中に重武装した兵士に無理やり起こされた上、拘束される。多くの

場合、ドアを乱暴に叩く音、手榴弾の一種「スタングレネード」が放つ閃光や爆発音、家から

出るよう家族に向かって怒鳴り散らす兵士の声に目を覚ます。 
 
突然押しかけてくる兵士に恐怖を抱いたと、子どもたちは報告している。その際、兵士らは窓

や家具を壊したり、脅迫や非難の言葉を叫んだり、さらには外に寝間着で立たされた家族の目

の前で、容疑者とされる子どもを強制連行したりする。家族には「この子を連れて行くが、あ

とで戻す」といった曖昧な説明や、子どもが「指名手配犯」であるといったこと以外、ほとん

ど何も知らされない。逮捕の理由や拘留場所、拘留期間について知る親や子どもはまずいな

い。​資料：​UNICEF 
 

男（家宅捜査にきた兵士のこと）は父に言いました：「息子を連れてこい。さもなければ息子

を撃つぞ」 
イニシャルY.H. 拘束時１７歳 

資料：​Save the Children 
 

 
 
遊んでいる時や学校のすぐそばにいる時、大勢の友だちの目の前で拘束された子どももいる。

その際、殴打されたり、蹴られたり、首を絞められたりしたケースもある。拘束に使われるプ

ラスチック製の手錠は通常きつく手首に絞められるため、傷になる場合もある。移動の際、ほ

とんどの子どもは目隠しされた上、両手を縛られ、またその多くが逮捕時に殴られたと答えて

https://www.unicef.org/oPt/UNICEF_oPt_Children_in_Israeli_Military_Detention_Observations_and_Recommendations_-_6_March_2013.pdf
https://resourcecentre.savethechildren.net/sites/default/files/documents/5720.pdf


 

いる​（資料：​DCI​）​。国際NGO「ヒューマン・ライツ・ウォッチ」の報告には、ラシード.Sく
ん（１１歳）の話が紹介されている。ラシードくんは逮捕の際、イスラエル国境警察隊の将校

らにスタングレネード（爆発時に爆音と閃光により、周辺にいる人間の平衡感覚を失わせる非

致死性兵器）を投げつけられた上、背後から腕で首を絞められたと述べている。 
 
資料： ​Human Rights Watch 
 

 
 
心身にダメージを与える違法な尋問：  
 
イスラエルの治安部隊が、保護者を立ち会わせないまま、子どもに対し数週間にわたる暴力的

な尋問を行うのは、ごく普通のことだ。子どもに自白を強いる、という明確な目的のもと、兵

士らは威嚇や脅迫、暴行などの手段を行使する。尋問中、子どもは身体の自由を奪われ、時に

は椅子に縛り付けられることもある。一回の尋問が数時間にわたることもあり、子どもは手足

や背中に痛みを覚えたり、極度の疲労を感じたりするようになる。 
 
子どもあるいはその家族に対する身体的暴力や性的暴行、独房への監禁、殺害をほのめかし

て、子どもを脅しつけることもある。取調官は、子どもに対しいくつもの罪状を挙げ、その責

任を追求する。そうした圧力に負けて、大半の子どもは尋問終了時には自白することとなる。

そのタイミングで取調官は書類を用意、子どもに署名を命じるが、書類の記載内容を子どもが

きちんと理解できていることは稀だ。ほとんどの場合、書類はヘブライ語で書かれているが、

パレスチナ人の子どもの圧倒的多数がヘブライ語を理解できないためだ。またジュネーブ条約

第７６条に違反して、子どもは占領地域外のイスラエルの拘置所に連行されるため、両親は子

どもとの面会が難しい状況に置かれる。​資料：​UNICEF 
 
 
 
 

http://www.childreninmilitarycustody.org.uk/wp-content/uploads/2012/03/Children_in_Military_Custody_Full_Report.pdf
https://www.hrw.org/news/2015/07/19/israel-security-forces-abuse-palestinian-children
https://www.unicef.org/oPt/UNICEF_oPt_Children_in_Israeli_Military_Detention_Observations_and_Recommendations_-_6_March_2013.pdf


 

独房に監禁：  
 
公判前と判決後の期間、２日から１ヶ月にわたり独房に監禁される子どももいる。監禁による

孤独は、子どもを屈服させ自白させる手段の一つだ。子どもは、たとえ何もやっていなくて

も、再び独房に一人取り残される恐怖から、やったと自白せざるを得なくなる。独房での監禁

が原因となり、自分が実際に何をしたのか、あるいはしなかったのか疑心暗鬼になり、心理的

ダメージやトラウマに苦しむようになったと訴える子どももいる。 
 
資料：​ ​UNICEF 
 
報告されたその他の虐待行為： 
 
下記を含むさまざまな虐待行為が尋問中に行われたと、証言を通じて報告されている： 
 

● 食べ物や水を与えない 
● 子どもの６割が裸にされ所持品検査をされたと報告​（資料：​ ​MCW​） 
● 寒空の下、半裸で外に出される 
● 子どもを疲弊させ、また家族が探し出せないようにするため、転々と拘置所を移動させ

る 
● 電気ショック​（資料：​The Guardian​） 
● 性的な脅迫 
● 首を絞める 
● 故意に眠らせない 

 
資料：​UNICEF 
資料：​Delegation of British Lawyers funded by the United Kingdom Foreign & Commonwealth Office 
 
イスラエルは、なぜ子どもを逮捕するのか？  
 
現在イスラエルは、パレスチナ自治区であるヨル

ダン川西岸やガザ地区を軍事的に占領・支配し、

パレスチナ人がデモや井戸掘り、特定の区域に入

ることを禁じる軍法を課している。これらの法律

はヨルダン川西岸やガザ地区に暮らすパレスチナ

人にだけ適用され、同じ区域に住むイスラエル人

入植者には適用されない。これら二重基準や入植

地の拡大は、国際人道法や複数の国連決議に違反

する。​（資料：​UN​） 
 
人権擁護団体による報告の通り、パレスチナの土地に

建設された入植地周辺には、占領地に暮らすイスラエ

ル人入植者を守るため、イスラエル軍による大規模な警備が行われている。その結果、パレスチナ側と

https://www.unicef.org/oPt/UNICEF_oPt_Children_in_Israeli_Military_Detention_Observations_and_Recommendations_-_6_March_2013.pdf
http://www.militarycourtwatch.org/files/server/BRIEFING%20PAPER%20-%20OCT%202017%20-%20FINAL.pdf
https://www.theguardian.com/world/2012/jan/22/palestinian-children-detained-jail-israel
https://www.unicef.org/oPt/UNICEF_oPt_Children_in_Israeli_Military_Detention_Observations_and_Recommendations_-_6_March_2013.pdf
http://www.childreninmilitarycustody.org.uk/wp-content/uploads/2012/03/Children_in_Military_Custody_Full_Report.pdf
https://www.un.org/press/en/2016/sc12657.doc.htm


 

の摩擦やデモ、暴力沙汰に発展している。例えば、２０１６年「ミリタリー・コート・ウォッチ（MCW
）」が確認した未成年の逮捕者１２７人のうち、イスラエルが拘束した１２５人（全体の９８％）は、

入植地または入植者が通る道路沿いから平均１.０２キロの範囲内に暮らしていた。（​資料：​MCW​） 
 
これらの領土を占領し続けられるかどうかは、イスラエル軍にかかっている。そのため、特に住民がイ

スラエル側の命令に従わない場合など、軍は度々暴力的な手段に訴えることで支配体制を維持してき

た。結果、１９６７年の占領開始以降、およそ８０万人のパレスチナ人が拘束された。平均すると、全

てのパレスチナ人家庭から少なくとも１人がイスラエルに拘束されたことになる。つまりイスラエル軍

の拘置所制度は、パレスチナ全人口に対する軍の支配を維持するという、より大規模かつ体系的な政策

の一部となっている。（​資料：​Institute for Palestine Studies​） 
 
 

子どもを逮捕したのは、デモへの参加や投石をはじめとした暴言や暴力により、先にイスラエ

ル兵を攻撃したり、挑発したりしたためである、というのがイスラエル側の主張だ。時には、

禁止された政治活動への参加や放火の責任を問われることもある。 
 
しかし、有罪率が９９％であることや、子どもに対する非常に厳しい尋問を考慮すると、公正

な公判が機能しているとは言えない。 
 
さらに有罪が証明された場合でも、国際法は未成年者に対し細心の注意を払い、特別な保護を

与えるよう求めている。いかなる状況においても、秩序維持のため、あるいは特定の住民グ

ループ保護のために、未成年者に対しこのような暴力を行使したり、極端な処罰を与えたりす

ることは許されない。 
 

http://www.militarycourtwatch.org/files/server/BRIEFING%20PAPER%20-%20OCT%202017%20-%20FINAL.pdf
http://www.palestine-studies.org/jps/fulltext/165582


 

イスラエル当局が特定の行為を犯罪とみなし、子どもであっても処罰すべきだと考えるのな

ら、その法制度はパレスチナ人にもイスラエル人にも、全ての子どもに平等に適用されるべき

である。しかし、イスラエル軍や政府は、子どもを不平等に扱う差別的な法制度を設けてい

る。その上、パレスチナ人にはイスラエルの軍法を変える民主的手段など与えられていない。 
 

子どもが被る影響は？ 
 
身体的・心理的な暴力により生じる直接的な影響、また拘束された時間を失うことに加え、拘

束は未成年者の精神に深く長期的な傷を残す。結果、不眠や夜尿症、社会的不安、学業不振と

いった影響が証言されている。 
 
２０１５年以降、デモ中の投石を理由に有罪判決を受けた子どもは、最長２０年の刑を下され

る可能性がある上、イスラエル政府には、子どもの家族への福祉手当を停止することが認めら

れている。 
 

 
 
資料： ​HRW​, ​Addameer 
 

イスラエルによる子どもの扱いは合法？国際的に非難され

るのはなぜ？ 
 
イスラエルは、１９６７年よりパレスチナに対し軍法を課している。逮捕された子どもは皆、

イスラエル民法によってではなく、イスラエルの兵士や軍人によって尋問されたり、拘束され

たり、裁かれたりする。これは、市民に対する公判における軍事裁判所の利用は暫定的にすべ

きとした国際法に違反する。 

https://www.hrw.org/news/2016/04/11/palestine-israeli-police-abusing-detained-children
http://addameer.org/the_prisoners/children


 

 
「戦時における文民の保護に関する

ジュネーブ条約（第４条約）」、なら

びに拘束された子どもに対する特別な

保護を認める、国連の「子どもの権利

に関する条約」に署名したにもかかわ

らず、適切な保護なしに軍事裁判所で

子どもを裁く国は、イスラエル以外に

存在しない​（資料：​DCI​、​UNICEF​）​。イ

スラエルによるアヘド・タミミさんの

逮捕を受け、パレスチナ被占領地の国

連人権高等弁務官事務所（OHCHR）の

ジェイムス・ヒーナン所長は、次のよ

うに非難した：「子どもの権利条約には、こう明記されている。児童の自由剥奪は、最後の解

決手段として最も短い適当な期間のみ用いられる。また児童の最善の利益が、最優先で考慮さ

れなければならない。」 
 
パレスチナ人の子どもの逮捕、拘留、尋問の状況に関して報告される内容のほとんどが、この

２つの条約に直接違反している。例えば、両条約には「児童の逮捕は、児童が児童自身あるい

は他者に危害を加えるという差し迫った危機がある場合にのみ、最後の解決手段として用いる

ことができる」ことや、「尋問中は、弁護士または親、あるいはその両方が同席しなければな

らない」こと、さらに「児童が強制的に自白させられることのないよう、予防策をとること」

などが定められている。また、条約では必要最低限の期間のみしか拘留は認められない。 
 
国連の拷問禁止委員会が尋問の様子を録画すべきだと勧告を出したり（今なお、ほとんどの尋

問が録画されていない）、英国とユニセフが虐待を記録し勧告を策定する活動を行ったりする

など、数十年にわたり、国際社会はこの状況について懸念を表明してきた。イスラエル政府

は、いくつかの取り組みを行ってきたが、最新の報告で、問題解決に向け十分な対策がなされ

ていないことが明確になった。国際NGO​「ディフェンス・フォー・チルドレン」によると、２

０１７年末に拘束される子どもの数は上昇する見通しだ。​また、拘置所において子どもの拘禁

や虐待が「蔓延し、組織的かつ制度化して行われている」とした、２０１３年ユニセフの結論

は​今も現在進行形のままだ​と「ミリタリー・コート・ウォッチ」は報告している。 
 
資料​:​ ​MCW​, ​HRW 
 

http://www.dci-palestine.org/issues_military_detention
https://unispal.un.org/DPA/DPR/unispal.nsf/8fedccc58951b2f485257b35004e7bf0/1ee6b43ba34634f885257b260051c8ff?OpenDocument
https://www.al-monitor.com/pulse/en/originals/2018/01/palestine-children-arrest-abuse-israel-trump-jerusalem.html
https://www.al-monitor.com/pulse/en/originals/2018/01/palestine-children-arrest-abuse-israel-trump-jerusalem.html
http://www.militarycourtwatch.org/files/server/BRIEFING%20PAPER%20-%20OCT%202017%20-%20FINAL.pdf
http://www.militarycourtwatch.org/page.php?id=a6r85VcpyUa4755A52Y2mp3c4v
https://www.hrw.org/news/2016/04/11/palestine-israeli-police-abusing-detained-children

